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濁
逸
に
於
け
る
商
寧
研
究
最
近
の
傾
向
は
'
所
謂
経
済
率
に
基
礎
を
置
-
私
審
酒
的
研
究
'
或
は
'
商
工
業
に
掬

す
る
知
識
及
技
術
の
綜
食
た
る
摘
発
率
よ
-
移
っ
て
'
凝
僚
概
念
よ
り
す

る
経
営
率
の
理
論
的
及
技
術
的
在
る
研
究

を
試
み
ん
芭
し
て
ゐ
る
至
去
っ
て
過
ち
で
は
あ
る
ま
い
.
数
個
の
大
軍
に
於
け
る
経
済
的
及
赴
合
的
学
部
Nn
(W
irts･

cb
afts昌
nd
sozialwi
ssermcb
.
F
ak
uTtaten
)及
'
各
商
科
大
挙
り
(又
は
二
尚
等
商
業
拳
校
(flan
a
elsh
och
sch
ulen
)

に
於
で
'
商
業
寧
'
叉
は
私
雀
溶
畢
在
る
講
座
が
恰
ん
9)其
の
跡
を
立
ち
'

系
統
的
在
る
経
費
率

(B
etriebBwi
草

ch
aftStehre)
だ
し
て
の
講
義
並
び
に
研
究
が
行
は
れ
て
ゐ
る
乙
だ
は
'
著
し
き
も
の
が
あ
る
｡
現
今
商
畢
研
究
の
目

榛
は
'
恰
ん
せ
'
荘
鷺
拳
w
L
て
統

-
せ
ら
れ
凍
っ
た
竺
試
ふ
乙
}J
が
で
き
る
で
あ
ら
う
｡

ケ

ル

ン
(
ラ
イ
ン
)
に
於
で
は
t
S
ch
m
atenb
ach
及
び

Prion
の
両
教
授
'

フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ー

(
マ
イ
ン
)
に
於
て

は

S
ch
m
)td
t
及
び

P
ape
の
両
教
授
'
ベ

ル
タ

ン

に
於
七
は

N
iclハlisch
及
び

L
eitn
er
の
両
教
授
'
(他
の
各
大
畢

省
略
)
主
任
教
授
}J
し
て
rJ
れ
に
常
ら
'
組
織
的
在
る
研
究
を
行
っ
て
ゐ
る
O
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沓
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第
三
十
五
感

(
九
四
二
)

資

癖

伯
林
商
科
大
挙
総
督
撃
研
究
室
の
組
臨
及
経
瞥

第
六
披

二
〇

-
自
分
.iT
P
串
に
も
在
外
研
究
を
機
骨
だ
し
て
'
親
し
-
各
研
究
室
に
客
員
と
し
て
参
加
す
る
rJ
w
を
許
さ
れ
た
じ

叢
に
其
の

一
例
と
し
て
伯
林
大
串
湛
蛍
寧
桝
究
室
の
組
織
及
審
馨
の

1
班
を
倦
ふ
る
乙
と
は
無
益
で
は
あ
る
ま
い
ど

恩
ふ
｡
伯
林
商
科
大
串
に
於
け
る
経
脅
研
究
室
は
､
前
述
す
る
如
-

N
ic
k
tisch
及
び

L
eitロer
の
同
教
授
を
甲
心

ぜ
し
て
'
自
ら
こ
個
の
研
究
室
を
覆
し
て
ゐ
る
.の
で
あ
る
が
'
前
者
に
就
七
報
告
む
し
や
う
'IJ
思
ふ
D
蓋
し
'
其
り

研
究
室
の
組
織
的
在
る
夢
に
於
P
.
ケ
ル

ン
の

S
ch
rn
alen
b
ach
教
授
の
祈
弥
富
だ
共
に
'
二
個
の
代
表
的
な
る
も

の
空
考
ふ
る
か
ら
で
あ
る
｡

証

の

IJandelshoc訂
chu
le
の
評
語
1
.
商
科
大
歩
み
正
し
と
す
る
rp
高
専
商
共
学
校
な
正
し
と
す
る
.p
に
就
て
に
､
自
ら
法
論
が
あ
る
で
わ

ド
ク
･A･ル

ら

う
O
惟
ふ
に
､
入
聾
者
其
の
他
の
取
壊
ひ
よ
り
見
る
時
に
､
前
者

私
正
し
と
す
る
で
あ
ら
う
し
'
聾

年
々
限
及
車
士
朗
の
鮎
よ
り
見
る
時

ド
ク
･L
ル

は
後
者
を
近
し
と
す
る
.S,も
知
れ
な
い
C
其

の組織
或
t
p
現
に
'
ペ
>-
P
y
な
ま
と
す
る
各
校
.1
於
て
'
砲
撃
士
既
存
開
腹
と
し
て
ゐ
る

鮎
よ
り
考
ふ
ろ
時
に
､
替
へ
ば
,
宴
政
部
な
除
き
iI
ろ
室

温
及
納
戸
の
薗
高
等

商

業
車
校
､
戒
に
昇
格
以
前
-こ
於
け
.わ
早
稗
31
'
琵
艦
寺
の

各

大挙
に
政

.p
斯
似
L
i1
ろ
地

位
在
韓
つ
て
ゐ
る
皇

買
っ
て
も
長

い
qp
も
知
れ
q
o
恭
し
'
日
麻
-こ
於
て
近
来
､
こ
れ
谷
商
科
大
梁
と
締
す

る
習
慣
が
で
き
i1
や
う
で
み
ろ
が
ら
､
こ
れ
.1
従
ふ
こ
と
に
す
る
｡

'

○

豹

血
の
拳
部
私
経
済
的

及
祉
骨
的

聾
部
と
科
す
そ

)
と
_こ
就
て
も
異
論
が
あ
る
で
あ
ら
っ

｡

然
し
､
曲
り
撃
部
に
､
其
成
立
り
歴
史
_こ
於
て
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ヽ

ヽ
ヽ
ヽ
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an
d
elsh
c'ch
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u
le
払
暁
造
L
i1
る
も
の
に
係
り
､
且
､
そ
の

W
irtgch
a
ftlich
e
な
る
文
字
に
､
所
謂
､
経
塀
単
な
る
意
味
で
_ェ
稚
く

て

ヽ
V
otkSw
irtsch
aftsleh
re
u
n
d
B
ett.ieb
山W
irtsch
af
tsleh
r
e

み
含
め
た
る

W
i
rtsch
a
ft
の
混
線
で
あ
る
と
考

へ
ら
れ
る
の
で
､

(
N
ic
kliisch
其
¢
他
tこ

依
る
)借
り
に
.
此
り
辞
終
わ
用

ふ
る
こ
と
に
し
た
｡
間
違
っ
て

居
れ
ば
御
歌

へ
な
乞
ひ
L!
い
も
り
で
あ
る
｡

t

設

備

償
林
商
科
大
挙
に
発
け
る

N
ick
l･軒
Jh
教
授
の
研
究
室
に
於
て
は
'
数
授
の
外
.
D
r･
H
u
m
日
e1.
D
r･
S
ch
t-
ttz,

ヂ
イ
ブ
p-
ム､刀ウ
フ
マ
ン

D
ifP
･
1L
Ern
･
S
ch
uSter
の
助
教
授
及
助
手
放
の
外
'

二
一の
商

業

得

率

士

(
D

ip
･
I{
f己
･)
及
其
の
他
の
私
助
手
及
男

女
事
務
員
が
TJれ
に
徒
事
し
て
ゐ
る
｡
大
軍
壁
に
し
て
助
手
を
薗
せ
ら
れ
た
る
場
食
79
あ
る
｡

●
●

研
究
室
其
者
の
設

備

だ
L
y
は
'
各
研
究
室

一
般
囲
書
室
yJ
迂
路
を
保
っ
て
'
其
以
外
に
研
究
室
尚
書
を
有
す
る



外
'
資
料
w
L
雪

新
開
朝
紋
及
各
銀
行
倉
敷
蛍
糞
報
告
考
艶
状
其
の
他
を
蒐
集
L
t
開
発
の
使
濫
を
も
輿
へ
て
ゐ

る
｡

●
●

研
究
室
其
の
者
の
致
表
だ
し
て
は
'
他
の
大
挙
教
授
の
協
力
も
あ
る
の
で
あ
る
が
'
政
の
研
究
室
が
主
AfJ
な
っ
て

『
簡
単
嬢
誌
』
(),Z
eitsch
rifニ
tiT
.fla
nd
elsw
i-
Pg
h
aft
u
n
d
tl
and
elspi･aXisj
')
の
月
刊
を
編
纂
す
る
rJ
tJ
の
外
t

r
薦
脊
及
物
債
に
蹄
す
る
報
薯
｣

其
の
他
を
毎
月
若
干
馨
表
し
て
ゐ
る
.

こ

演

習

母
◎

扮

㊧

◎

演
習
は
'
教
授
'
助
教
授
其
の
他
に
於
て
組
織
的
分
潜
を
行
っ
て
ゐ
る
O

後
備

演

習

室

(

V
orBetn
iriar)
は
'
現
今

ゼ
ノ
スタ
-

二

九
二
三
年
)
教
授
に
代
っ
て

D
r･
H
um
m
el
の
指
導
す
る
所
で
あ
る
｡
一

挙

期

(年
率
)
を
以
て

一
期
だ
し
､

ノヽ

N
ick
lisch
教
授
の
｢
経
営
学
㌦

を
主
題
だ
L
y
.
系
統
的
在
る
漁
備
知
識
を
輿
ふ
る
rJ
E
を
目
標
だ
し
て
ゐ
る
O

証

印

著
番
と
し

て
_‡
現
在
"W

ir
ts
chaftliche
B
etriebslehrc'"
6,
A
ニB･
一9227
"
O
Tg
R
llis
atio
n'
"
2･
A
uft,
7922
其
の
他
が
あ
る
｡

●

●

●

●

ま

研

究

室

(

fl
aupt
semi

ar)
は
,

数
授
自
ら
(助
手
W
,し
て

D
r･
E
u
m
m
el
)
据
亀

す
る
所
で
あ
る
O
毎
週

7
回
開

造
せ
ら
れ
る
｡

か
恥
か
禦

U
bu
n
ooen
u
n
d

Arbeitsg
em
eiロ
Seh
aftet))
紘
,
教
授
統
括
の
下
に
尋

助
教
授
及
助
手
が
括
導
す
る
｡

毎
週

一
回
'

又
は
隔
週

1
回
開
蓬
せ
ら
れ
る
｡
各
'
各
研
究
室
に
倣
う
凝
る
0

●
◎
●
●
○

時

別

研

究

室

は
､
教
授
の
膝
に
指
定
し
た
る
者
の
み
に
限
h
二
歳
度
の
講
義
及
指
導
が
街
は
れ
る
｡

1
九
二
三
年

夏
拳
期
に
於

七は
『
組
織
論
』
が
街
は
れ
允
｡
但
し
'
こ
れ
は
.
自
ら

1
敷
畢
生
に
踊
す
る
所
が
少
を
い
.

最
近
二

九
二
二
毎

夏
寧
期
)
に
於
JI･
る
'
童
'
分
'
各
研
究
室
'
補
導
老
廃
､
其
正
垂
加
人
員
は
左
抄
如
-
で
あ

る
o
(聴
講
者
を
険
-
｡
因
に
'
同
率
期
伯
林
歯
科
大
学

正
学
生
数
は
男
子
約
三
千
人
.
女
子
約
六
百
人
で
あ
る
｡)

･#
備
研
究
室
(
i･
V
･
D
r･
H
u
｡]m
el)

二

一
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三
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g
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)
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商
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草
控
替
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究
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獅
及
経
督

第
六
蚊

二

一



第
三
十
五
巻

(九
四
四
)

資

料

伯
林
商
科
大
学
経
皆
畢
研
究
室

め
組
織
及
経
替

第
六
演

二

二

ま
研
究
室
(P
r.fL
)r･
N
ioklisch
)

各

研
究
室

外
国
貿
易
研
究
室
(D
ip
･
X
fm
･
SnJh宅
er)

相
場
及
貸
借
封
照
表
研
究
室
(D
ip
･
hTf声

Sch
邑
er)

手
職
､
濫
督
研
究
室
(D
r･
S
chlnalz)

労
働
組
織
断
究
室
(D
l･
SCb
m
at.Z)

商
品
市
場
研
究
室
(㈹
I,
Sch
m
atz.

ipl,
内
fm
.
S

ch
u
監
er

事
静
組
織
研
究
室
(D
r･
flum
m
et)

庚
台
研
究
室
(S
oreb
ber)

三
三
〇
五
〇
四
五
不
明
三
五八

二
五八

身
研
究
室
の
設
定
は
'
必
ず

し
も
科
挙
的
系
統
を
以
て
選
ば
れ
た
も
の
で
は
覆
い
｡
其
主
光
る
目
的
は
'
云
ふ
迄

も
在
-
'
ま
研
究
室
に
於
け
る
研
究
の
補
助
だ
し
て
､
研
究
囲
(A
rbeitsgem
eins
ch
afc)
を
作
る
の
で
あ
る
が
.
数

字
に
も
現
は
る
～
が
如
-
'
醇
に
'
現
在
の
伯
林
商
科
に
於
七
は
'
経
営
争
研
究
室
に
所
感
す
る
fJ
亡
を
希
望
す
る

も
の
が
多
い
0

1
に
は
'
戦
時
中
に
於
て
研
究
の
で
き
在
か
っ
た
結
果
で
あ
る
が
二
艶
に
'
戦
後
の
崎
局
に
腰
響
せ

ら
れ
た
事
も
少
-
覆
い
｡
此
の
希
望
者
を
各
部
収
容
す
る
事
は
不
可
解
で
あ
る
が
'
収
容
拒
絶
は
t
rJ
れ
が
解
決
策

で
は
覆
い
.
を
乙
で
'
数
授
元
来
の
希
望
た
る
科
挙
的
分
研
究
室
の
方
針
に
加
ふ
る
に
'
希
望
者
の
蹄
超
､
其
の
他

を
参
酌
し
て
'
選
ば
れ
た
る
7P
の
で
あ
る
｡

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
_

研
究
室
所
属
員
は
'
研
究
並
び
に
報
告
の
義
務
を
負
ふ
｡
報
薯
は
'
生
身
各
研
究
室
に
於
で
行
ふ
｡
口
頭
に

て行

ふ
も
の
は
'
務
め
(肘
か
週
)草
稿
の
提
出
'
滞
導
者
の
校
閲
を
雀
る
｡
演
習
開
定
の
後
は
'
討
論
並
び
に
指
導
者
の
批

判
だ
共
に
'
寅
に
選
ば
れ
光
る
所
属
員
に
供
で
'
筆
記
せ
ら
れ
'
其
の
第
二
次
報
告
は
.
次
回
に
朝
議
曙
訂
せ
ら
れ

た
る
後
に
'
研
究
室
記
錬
AfJ
し
て
出
席
者
の
署
名
だ
共
に
保
存
せ
ら
れ
て
'
研
究
室
資
料
だ
在
る
｡
特
殊
の
問
題
に



就
七
は
'
分
拾
せ
ら
れ
丹
文
番
で
'
報
告
せ
ら
る
J
事
も
あ
る
｡
報
告
が
'
特
に
各
刊
せ
ら
る
j
事
も
あ
る
｡

JI
I

研
究
室
に
於
で
は
特
に
見
畢
が
行
は
れ
る
事
が
あ
る
｡
最
近
に
於
で
は
'
ラ
イ
プ
チ
ヒ
の
春
期
国
際
銘
柄
市
'
及

班
,1
ン
ブ
ル

ヒ
の
港
噂
及
商
工
大
在
皆
の
盛
観
(四
日
間
)
が
行
は
れ
允
o
更
に
各
分
研
究
室
に
於
て
も
'
必
要
に
鷹

ヽ
ヽ

じ
見
畢
が
行

は
れ
る
串
が
あ
る
｡

TIT

題

材

題
材
の
選
定
は
'
揖
噂
教
授
及
補
導
宕
其
の
他
の
腹
案
に
依
-
'
毎
畢
期
の
始
め
に
於
て
｣
教
授
に
依
て
決
定
馨

表
せ
ら
れ
'
報
告
着
分

塘
者
等
の
決
定
が
あ
る
｡
政
策
の
問
題
に
就
七
は
'
時
局
に
依
る
rJ
だ
が
抄
-
覆
い
の
は
云

ふ
迄
芸

誓

完

二
三
年
墓

期
(酌
切
朋
朝

方

於
誓

'
重
秀

謡

各
脚
室

に
苦

る
題
誉

鴻
ぐ
れ
ば

左
の
如
-
で
あ
る
ぐ

各
項
目
は
'
凡
そ
'
各

開

是

に

於
で
取
扱
は
れ
た
も
の
で
あ
る
｡

イ

藷
備
研
究
室

望

野
財
敵

i
i
研
究
方
針
'
研
究
方
法
'
塵
考
雫

阿
経
営
撃
の
範
囲
並
び
に
他
の
寧
科
ど
の
蘭
撃

旦
艶
督

拳
の

基
礎
｡_
I
_
_
'
'
'

讐

呼

報
告
並
び
に
討
論
o

u!V
企
業
｣
及
経
営
の
概
念
｡形
態
｡法
規
並

びに
設
定
｡
㈲
｢
簿
記
及
愈
計
｣
の
問
題
.

系
統
･
方
法
及
理
論
｡
㈲
貸
借
対
照
表
の

構
成
'
編
制
'
種
類
｡
晋

倦
対
照
表
の
財
産
評
倍
｡
㈲
煽
情
合
計
｡
㌦

其
の
理
論
｡
日
的
.
基
礎
及
要
素
･
回
企
業
の
械
糖
に
依
る
若
干
の
問
題
｡
g
r
償
却
及
準
備
｣
｡
㈲
｢
企
業
内

の
督

促
移
動
及
取
引
き

o
C
o
｢
収
益
率
合
計
｣
｡
O

N
ick〓
sch
教
授
の
｢
組
織
｣
及
其
｢
経
費
率
しだ
の
関
野

甘

弼
企

堂
内
の
夢
働
及
其
組

織
'
理
論
｡

r
B
･QC

経
費
組
織
0
回
労
働
時
間
及
仕
草
｡
刷
労
働
組
織
.

@
EZ画
仕
入
組
級
｡

口

重
研
究
室

ⅧM■れ川】

叫
棚
卸
評
倍
の
理
論
o
t

両
経
営
論
上
'
回
税
務
翰
上
｡
藩

鷺
基
礎
財
産
｡
回
避
鷺
諭
上
p
桓
商
工
露
督
'
囲
農
産

第
三
十
五
巷

(九
四
五
)

資

料

伯
株
商
科
大
聾
拝
啓
撃
研
喝
登

り組
織
及
経
督

第
六
妨

二
≡



笛
三
十
五
番

(九
四
六
)

資

料

伯
林
商
科
大
草
総
督
聾
研
究
室
の
組
織
及
済
替

第
六
鍛

1
1
出

餐
.
掴
挽
静
葡
上
)

@
低
位
構
成
理
論
の
問
題
｡
回

蒜

理
論
及
其
坂
術
.
高

名
替
市
場
0
回
符
券
市
場

盲

己
株

1Mlれu

式
の
慣
億
保
有
に
封
す
る
魔
界
業
務
政
策
)0

回
商
品
市
場
｡

佃
慣
伍
保
有
債
券
O
;d=
一
般
論
'
珂
特
殊
傾
億
保
有

債
穿
及
其

似内
部
閥
係
｡

胤
産
脅
内
に
於
け
る
慣
倍
保
有
倍
券
｡
㈲
経
督
内
の
金
融
魔
上
o
靭
貸
倍
封
照
衷
止
｡
邦

:1I.:=''...:.:I:'=1.1.::.I.;'･::=二
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∵

二

t
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.
'
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'
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'
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八

分
研
究
室

(次
第
不
同

)

骨

層

蒜

究
室

j
l戦
前
及
戦
後
に
於
け
る
鵜
逸
貿
易
及
文
殊
の
均
衡
｡
Oil
鹿
出
入
貿
易
の
進
展
'意
義
及
組
織
｡

@
外
国
貿
易
に
封
す
る
審
輪
的
情
報
空

風
義
.

㈲
外
聞
貿
易
の
仲
介
者
だ
し
て
の
展
薦
曾
及
銘
柄
所
｡

㈲
外
国
貿
易

に
於
け
る
支
排
取
引
｡

㈲
商
事
仲
介
栽
勤
｡

晋
逸
に
於
け
る
商
品
及
農
業
取
引
所
の
組
純
｡
州
税
今
に
於
け
る
外

国
貿
易
の
管
讐

㈲
委
託
業
務
及
其
の
技
術
｡
f
:o
契
約
書
の
意
義
及
内
容
｡
f
f
東
亜
ど
の
積
送
業
務
.
甘

仲
介

者
を
通
ず
る
輸
出
貿
易
の
取
引
｡

野

望

蒜

野
望

墓

室

5
研
究
方
針
｡
L!?取
引
所
の
進
展
及
組
織
｡
昔

引
所
内
に
於
け
る
誇
各
取
引
の
種
類
/

′＼

郎
聴
殊
問
題
｡
rbj
相
場
表
の
進
展
'
形
態
及
種
類
｡
13
取
引
所
に
於
け
る
注
文
及
展
府
｡
世
親
行
の
寮
券
要
務
｡

証

此
分
研
究
室
に
於
て
は
､
冬
学
期
に
於
て
掴
捜
し
て
貸
借
料
照
表
研
究
が
行
ほ
れ
ろ
｡
従
て
此
の
塩
材
1

.
相
坂
に
関
す
る
部
分

で
あ
る
e

偽
'
各
所
底
魚
は
､L
各
自

一
骨
杜
松
据
嘗
し
て
'
相
沓
及
封
照

衣
的
研
究
の
報
告
育
み
提
出
す
る
範
珍
な
賀
ふ
｡

誓
莞

芳

墨

uT
研

究
方
針
｡
8
商
工
小
経
費
率
の
問
題
｡

晋

職
種
鐙
及
其
問
題
｡
匪
財
産
の
設
定
戊
種
類

′＼
㈲

形態
｡

vÊ
手
職
軍
費
の
技
術
｡
回
労
働
の
技
術
｡
勘
合
理
的
仕
事
｡
廟
商
工
小
経
教
の
金
融
及
資
本
｡
晋

職
凝

鐙
の
簿
記
及
合
計
｡
絶
.̂工
場
及
手
職
経
営
の
比
較
解
輯
諭
｡

音

働
急

募

室

蘭

党
方
針
｡
帯

塵
産
工
程
寮
費
論
示

生
産
工
程
経
畿
諭
の
種
頻
及
問
題
O

晋

率
的
鮭

∫l



管
理
論
｡
㈲
怒
僚
要
素
だ
し
て
の
人
｡
晋

率
｡
l3
虎
侶
問
題
O
晋

拳
的
潜
脅
陰
と
収
益
志

願
係
b

溜

晶
嘉

要

塞

f
研
究
方
針
｡
uO
商
品
市
場
の
理
論
.
vn
伯
林
'
倫
敦
及
紐
膏
に
於
け
る
商
品
市
場
及
其
の
需

ラ
イ
ヒ
ス

晋

務
組
雷

雲

vT
研
究
方
針
｡
un
事
務
管
理
に
於
け
る
謄
寡
兵
の
利
用
｡
貰

替
内
に
於
け
る
書
式
の
番
達
｡

⑧
麓
賛
内
に
於
け
る
計
算
機
の
利
用
｡
8
ヵ
-
ド
｡

㈲

大
審
鐙
に
於
け
る
文
書
の
組
織
及
分
野

註

此
分

研
究
室
11
於
て
ほ
ヽ
其
の
性
質
上
'
特
_
r
串
欝
組
織

の
見
聾

.b
度

行々

ほ
れ
ろ
｡
此
り
種
の
繋

静
的
研
究

が
特
_こ
､
零
求
ぜ
ら
ろ
～

理
由
1
.
畢
生
の
内
1
.
覗
_こ
安
静
に
徒
事
せ
る
も
り
が
多

い
即

ち
で
あ
ら
う
と
息
ほ
れ
る
｡
此
鮎
は
日
本
11
於
げ
ろ
撃
生
と
比
較
し
て
異

れ
ろ
鮎
の
1
つ
で
あ
ら
う
｡

6
度
告
研
究
室

此
分
研
究
室
に
於
て
は
'
呼
に
題
材
の
設
定
は
街
は
れ
覆
い
｡
蓋
し
'
補
導
者
が
'
賓
務
家
で
あ
る

(
か
ら
で
あ
ら
う
｡

〓

附
P

.L
九
二
ニ
ー
二
三
年
各
学
期
に
於
け
る
主
研
究
室
題
材
要
目
O

伯
林
商
科
大
挙
に
於
七
は

一
年
は
夏
冬
南
軍
期
を
以
て
成
立
つ
.
徒
で
､
爾
撃
期
は
猫
立
は
し
て
ゐ
る
が
'
自
ら

碗
聯
す
る
所
が
あ
る
}J
見
て
よ
か
ら
う
.
然
る
に
'

一
九
二
三
-
1一四
年
各
軍
期
研
究
室
題
材
に
未
だ
決
定
を
鬼
在

い
か
ら
'
便
宜
の
虜
め
に
､
且

つ'
煩
を
避
-
る
薦
め
に
'
童
研
究
室
に
於
三

九
二
二
1
二
二
年
冬
拳
期

(卵
鮒
月

㌍

月
)
に
行
ほ
れ
た
題
材
の
苦

墓

拷
托
し
表

に
掲
げ
る
乙
-

L
や
う
.

舛
概
観
伺

一
九
二
l
看

八
月
以
雄
の
猶
囲
敏
行
月
報
の
展
開
｡
㈲
為
替
相
場
及
株
式
相
場
｡
回
生
計
費
及
静
観
指

撃

回
外
国
貿
易
の
趨
勢
｡
vTi金
億
計
算
其
他
に
依
る
物
情
設
驚

@
物
情
保
今

㈲
静
銀
設
定
｡
風
量
的
計
算
｡

㈲
労
働
将
聞
及
仕
事
｡
晋

筋
惜
低
率
動
の
保
険
業
に
及
ぼ
す
影
響
｡
㈱
自
己
保
険
｡
晋

償
貸
借
表
｡

ni
9
相
場

壁
勤
｡

vT
T
虜
替
業
務
の
管
理
｡

甘

銀
行
委
託
の
現
野

TB貨幣
債
億
慶
動
の
影
響
｡
回
税
法
上
｡㈲
財
政
上
｡

撃
二
十
玉
食

(九
四
七
)

資

料

倍
林
商
科
大
歩
締
轡
撃
研
究
澄
¢
組
将
盈
経
瞥

第
六
就

二

五



第
三
十
玉
食

(
九
四
八
)

資

料

伯
林
商
科
大
挙
経
替
撃
研
究
室
の
組
織
及
窮
皆

第
六
城

山]六

庶

此
報
骨
が
些
少
た
り
と

も
ヽ
何
等
'p

の
意
味
_こ
於
て
､
本
邦
経
替
拳
界
1iこ
参
考
に
な
れ
.ii
幸
甚
で
あ
る
｡
N
ick
ti印Ch
教
授
の
経
皆
拳
の
規
約
的
建
設
に

封
す
る
不
断
の
努
力
11こ
対

し
て
深
甚
の
敬
意
を
糞
す
る
｡
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